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鶴認7回 J一PALS寂と淑う

患者支援対策室

遠藤永子

日本の“アドボカシー",

多くの変化 :「年齢人口比率」、 「医療格差」、「情報混乱」、
「EII療・ の考え方」

論する場
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日本における尚写紆隧玲な一機について

「M国 吻震‡ことつ≦瘍巡颯惑の笏上に諫がにこと

書鶉ほと協た、懸けを鏃録す炸た軋靱饒鶉疱勒
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